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原 著

被災地で医薬品を効率的に活用するためのネットワークシステムの開発

石渡 俊二1），北小路 学2），井上 知美1）

大鳥 徹2），小竹 武1）

1）近畿大学薬学部医療薬剤学分野
2）近畿大学薬学部医薬品評価解析学分野

（平成 29年 7月 3日受付）

要旨：【目的】災害時には医薬品の供給不足または局所的な供給過多が発生し，必要となる医薬品
を確保するために多大な労力が割かれることになる．一方，被災地には多くの支援隊が入るが，
支援隊間で所有する医薬品の情報を共有化するのは難しいのが現状である．また，実際に所有す
る医薬品中には先発医薬品とジェネリック医薬品が混在するため，同種同効薬の選択も適確かつ
効率的に行わなければならない．上記の問題を解決して被災地に存在する医薬品を効率的に活用
するため，災害時医薬品管理システムを構築したので報告する．
【方法】自ら新たに開発した医薬品管理システムは，スマートフォンおよびパソコンを端末とし
て，インターネットを介してシステムと救護所と集積所間あるいは救護所相互の情報交換が可能
になるように設計した．医薬品の在庫管理と医薬品成分名による検索，医薬品バーコードのスマー
トフォンカメラでの読み込み，不足医薬品の調整機能と各救護所の位置情報の表示も行えるよう
にした．
【結果および考察】インターネットを介して救護所あるいは集積所と情報交換が可能となるシス
テムをクラウド上に新たに構築したことによって，被災地内の救護所や集積所で医薬品の在庫情
報を共有することが可能となった．これにより，当該の救護所に医薬品がない場合でも近隣の集
積所や救護所で医薬品を確保できる可能性が高まる．また，医師は救護所で在庫している医薬品
リストから処方を行うが，この常に変動する医薬品リストも容易に作成することができる．さら
に，地図上で救護所の位置を確認できるため，地理に不慣れなことによって支援隊が直面する問
題を軽減することができるものと期待される．

（日職災医誌，66：156─163，2018）
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はじめに

災害のような非常時においては，物資の移動を管理す
る兵站（ロジスティクス）が重要であり，その巧拙は結
果に多大な影響を及ぼす１）．我が国では，平時には医薬品
が潤沢にあるのが当然のこととなっているが，これまで
経験してきたように災害時には被災地で医薬品の供給が
不足することが多く，医薬品を確保するために多大な労
力が割かれることになる２）～４）．しかし，このような医薬品
不足の一方で，支援用として送達される医薬品が多すぎ
るために被災地の集積所での分別が間に合わない例や，
送達される医薬品が特定の医療施設に偏在化してしまう
例も散見された．このように災害によって情報と物流が

混乱することによって，平時には容易であった医薬品の
均てん化が，災害時には非常に困難になる．
災害時の医薬品供給を難しくしている原因は他にもあ
る．災害発生後に被災地に入る支援隊は，DMAT，
JMAT，日本赤十字社，自治体病院，労災病院，徳洲会グ
ループ，日本薬剤師会，日本病院薬剤師会など非常に多
岐にわたるが，各々の隊の所属，主たる活動時期や目的
が同一ではなく，各隊が支援活動を展開する場所も被災
地の状況によって流動的となるのが普通である．このた
め，各隊の医薬品の在庫情報を紙ベースでお互いに共有
することはあるが，それ以上に発展して在庫情報の共有
化が図られることはなく，医薬品が不足した際は同じ系
列の所属隊間で融通する，または交替の隊が持参する，
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図 1　システムイメージ
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あるいは地元の医薬品卸業者から入手するなどが一般的
となっている．
さらに，先発医薬品とジェネリック医薬品が存在する
ことも災害時の医薬品確保を難しくしている．医師には
平時に処方し慣れた薬の方が好まれるが，被災地でその
ような薬が確保できるかは分からず，同種同効薬で代用
されることも多い．しかし，同種同効薬の選別には薬剤
師が必要となり，関連業務の経験が豊かな薬剤師でない
とその作業には時間を要する．
災害時にインターネットを介して情報共有するシステ
ムとして，広域災害救急医療情報システム（EMIS）が最
もよく知られている５）．EMISは，災害時に被災した都道
府県を越えて医療機関の稼動状況など災害医療に関わる
情報を共有し，被災地域での迅速且つ適切な医療・救護
に関わる各種情報を集約・提供することを目的としてお
り，主に自治体や DMATなどによって利用されている．
しかし，EMISへのアクセスには制限があるため，災害発
生時に被災地に入る支援隊や災害からの回復期に入ると
中心的な役割を果たす地元の医療機関の全てが利用でき
る訳ではない．また，EMISは災害に関わるあまねく医療
情報を管理するため，特に医薬品の管理のみの利便性を
向上させるよう要望するのも難しい．
このような状況を鑑み，被災地に存在する医薬品を効
率的に活用するため，私達は災害時医薬品供給管理シス
テムの構築を目指してきた．これまでに，市販の在庫管
理アプリサービスを利用し，クラウドを介して被災地か
ら遠距離にある支援地あるいは被災地内で相互に医薬品
の管理状況を把握できるシステムを構築した６）．しかし，
これは市販のアプリサービスをベースとしていたため，
医薬品データを充実させると動作速度が遅くなるという
ジレンマに見舞われ，さらに災害医療用としての機能を
新たに加えるなどのカスタマイズが一切できないという

問題が顕在化してきた．そこで，災害時医薬品供給管理
専用の新たなシステムを自ら構築することとした．ここ
で報告するシステムは，動作速度は実用上問題なく，ク
ラウドを介した医薬品在庫表示および管理機能に加え
て，スマートフォンのカメラを用いた入力機能，医薬品
のリクエストおよび提供情報表示機能，支援隊の位置情
報表示機能などを新たに有し，災害時の医薬品管理の利
便性をさらに向上させたものである．

方 法

開発した医薬品管理システムの概要を図 1に示した．
インターネット回線を介してシステムと救護所間あるい
はシステムと集積所間の情報交換が可能になるように設
計した．救護所ではスマートフォンおよびパソコンを端
末として使用することを想定し，医薬品の在庫管理と医
薬品成分名による検索などを行えるようにした．また，
医薬品に記載されたバーコードをスマートフォンのカメ
ラで読み込むことによって，医薬品名を入力することな
しに入出庫登録などを行えるようにした．さらに，不足
医薬品の調整機能と各救護所の位置情報も表示できるよ
うにした．位置情報の表示には Google mapを利用した．
医薬品の集積所では主にパソコンを端末として使用する
ことを想定し，医薬品の管理機能を備えるように設計し
た．

結 果

パソコンおよびスマートフォンで使用できる機能を表
1に，各端末の画面イメージを図 2に示した．
「在庫一覧」画面では，・全救護所の医薬品在庫情報の
一覧，・救護所名や商品名による検索，・薬効大分類や
成分名による絞り込み表示，・特定の救護所を起点とし
た範囲指定による絞り込み表示（パソコンのみ）などが
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図 2　メニュー画面イメージ
A　パソコン（ブラウザ）　B　スマホアプリ

A B

図 3　在庫一覧
 A　パソコン（ブラウザ）　B　スマホアプリ
 ・全救護所の医薬品在庫情報の一覧
 ・救護所名，販売名による検索
 ・薬効大分類，成分名による絞り込み
 ・特定の救護所を起点とした範囲指定による絞り込み（※パソコンのみ）
 ・表示された一覧の内容をCSV保存し，Excel 等で加工することも可能

A B

表 1　パソコン（ブラウザ）とスマホアプリの主な機能

機能 パソコン
（ブラウザ） スマートフォンアプリ

在庫一覧 ● ●
入庫 ● ●
出庫 ● ●
薬リクエスト ● ●
薬提供 ● －
在庫一括登録 ● －
在庫情報ダウンロード ● －
マスタ管理 ● －
救護所設定 － ●

可能である（図 3）．「入庫/出庫」画面では，医薬品の入
庫数と出庫数の登録を行うことができ，登録した数値は
即時にサーバーに反映される．また，スマートフォンア
プリを用いてカメラで医薬品のバーコードを読み込むこ
とによっても，入庫と出庫ができるようにした（図 4）．
「薬リクエスト/薬提供」画面では，不足している医薬品
を他の集積所や支援隊に依頼することができる．救護所
名，不足医薬品名，不足個数に加えて，任意に備考を入
力することも可能である．リクエスト状況は一覧として
確認することができ，対応可能な場合は対応予定日，対
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図 4　入庫/出庫登録
 A　パソコン（ブラウザ）　B　スマホアプリ
 ・救護所ごとに医薬品の入庫数/出庫数を登録（登録した値は即時にサーバに反映）
 ・カメラでバーコードを読み込むことにより医薬品情報の入力を簡素化（スマートフォンアプリ）

A B

応数量，備考を入力すると，更新日が自動記録され，リ
クエスト状況の一覧には表示されなくなる（図 5）．「在庫
一括登録/在庫一括ダウンロード」画面では，所定の
フォーマットで作成した在庫情報の一括登録が可能であ
る．また，その時点で登録されている在庫情報を csv形式
で一括してダウンロードすることもできる（図 6）．なお，
この機能はパソコンでのみ可能である．「薬登録」および
「場所登録」画面では，医薬品情報の登録や救護所情報の
登録およびダウンロードを行うことができる（図 7）．ス
マートフォンアプリの「救護所設定」画面では，救護所
情報の表示を行うことができ，地図リンクによって Goo-
gle map上で救護所の位置を確認することができる（図
8）．

考 察

災害支援活動において情報共有が重要であることにつ
いては，東日本大震災の際の支援経験者からも多く報告
されている２）３）７）．今回確立したシステムでは，全てのデー
タはインターネットを介してクラウド上で管理されるた
め，被災地内の救護所や集積所で医薬品の在庫情報を共
有することができる．さらに，被災地から離れた場所か
らも管理状況が閲覧できるため，必要な医薬品の予測や
準備を効率的に行うことができる．その一方で，インター
ネット環境が確保できない状況になった場合，クラウド
上で情報を管理するために機能が充分に発揮できなくな
る可能性も考えられる．このような可能性を鑑み，本シ
ステムは，仮に基地局の被災などによって地上波での
データ通信が行えない状況であっても，ワイドスター II

などの衛星通信サービス経由で利用できるように，送受
信する情報量を可能な限り抑制している．また，東日本
大震災後に総務省がまとめた「大規模災害時におけるイ
ンターネットの有効活用事例集」８）によれば，東日本大震
災の際にも衛星インターネットサービスや公衆無線
LANサービスが確保され利用されており，これらの通信
手段を活用することも考えている．また，同じく総務省
の「平成 23年版情報通信白書」９）によれば，固定電話およ
び携帯電話の音声通信に比べてデータ通信はトラフィッ
クの増加による輻輳の影響を受けず，通信規制もほぼか
けられなかったことから，地上波でのデータ通信につい
ては輻輳が起こるリスクは少ないと想定されるが，念の
ために送受信すべき情報をスマートフォンあるいはパソ
コン端末に一旦溜めておき，通信状況が改善した際に一
括して送信できる機能なども備える必要があると考えて
いる．実際に災害が起こった際にどの程度のネットワー
クが残っていれば本システムが機能するか明確にするこ
とは難しいが，上記の対応および対応予定によって，少
なくとも支援隊が活動できる範囲においてはその機能を
発揮できるものと考えている．
今回確立したシステムは，在庫医薬品のリストを容易
に作成することができる．医師が医薬品を処方する際に
は救護所で在庫している医薬品を用いることになるが，
医薬品リストはこの際に必須となることが東日本大震災
の際にも経験されている２）３）．さらに今回のシステムでは，
薬効大分類や成分名による絞り込み表示機能もあるた
め，医師が処方したい医薬品が救護所に在庫がない場合
でも，救護所内で在庫している同種同効薬を探すのが容
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図 5　薬リクエスト/薬提供
・救護所ごとの不足薬を登録（リクエスト）
・医薬品名と数量だけでなく備考として補足情報も入力可能
・登録された不足薬の情報は一覧で確認することができ，提供可能な場合は提供予定を登録することも可能

易となっている．
また，全救護所の医薬品在庫情報の一覧機能，救護所
名や成分名による検索機能，特定の救護所を起点とした
範囲指定による絞り込み表示機能，薬リクエスト/薬提供
機能も新たに装備したため，当該の救護所に医薬品がな
い場合でも近隣の集積所や救護所で医薬品を確保できる
可能性が高まった．医薬品の授受あるいは貸借について
はルールが必要であるが，支援隊間でもお互いの医薬品
在庫を知ることができれば被災地内での効率的な医薬品
管理に道が開かれるものと思われる．
遠隔地からの支援隊は，被災地の地理に不慣れなこと
が普通である．このため，支援活動中に集積所などの地

名を聞いても場所が分からず，その都度ごとに地図で位
置と道順を確認することになる．今回確立したシステム
では，地図リンクによって Google map上で救護所の位
置を確認することが可能となっている．このため，地理
に不慣れなことによって支援隊が直面する問題を軽減す
ることができるものと期待される．
発災後の急性期の薬剤需要は，主に DMAT経由で発
生することが想定される．DMATが活動する際には所
属医療機関から医薬品を持ち寄ることになるため，災害
発生前に基本的な持参医薬品リストを登録しておき，災
害発生後に所属施設で状況に応じて医薬品リストを修正
した後，被災地に入ることになる．本システムは DMAT
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図 6　在庫一括登録/在庫一括ダウンロード
・所定のフォーマットで作成した在庫情報の一括登録→備蓄や予め持参する医薬品が把握できるときに利用
・現時点で登録されている在庫情報の一括ダウンロード→CSV形式なのでExcel 等で加工することも可能
（※いずれもパソコンのみの機能）

隊員との意見交換から生まれた背景があるが，急性期か
ら慢性期，復興期へと移行するに従って被災地支援活動
の中心が DMATなどから地域の医療機関へと移行する
ことを考慮し，これらの被災支援および復興に関わる医
療従事者が順次に共通で利用できるプラットフォームと
して機能させたいと考えている．
さらに上記の考えを進めて，本システムを普段使用し
ている薬品管理システムの災害モードとして使用可能に
することも想定される．例えば，株式会社ケーエスケー
が提供するレセコン連動・医薬品在庫管理受発注システ
ムは，医療機関と会社が契約を締結すれば必要時に外部
からインターネットを介してシステムの遠隔操作が可能

となる．これは，本来は操作に不慣れな医療機関担当者
の負担を軽減するためのシステムがあるが，このような
遠隔操作システムを本システムと連動して動作させるこ
とができれば，災害時に被災地の医療機関が保持してい
る医薬品の情報が共有できるため有用性は高いと考えら
れる．
本システムは，パソコンやスマートフォンを介しクラ
ウドで情報を共有化することによって，災害医療に貢献
することを目的としてデザインされている．しかし，パ
ソコンを介したネットワークシステムには情報を見えな
くしてしまう効果もあるため，特に協調した作業の場合
はやみくもにネットワークシステムを導入すると逆に作
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図 7　薬登録/場所登録
 ・医薬品情報として，HOT番号，販売名，規格単位，成分名等の基本情報を登録
 ・救護所情報として，場所コード，救護所名，緯度・経度，郵便番号を登録
 ・上記マスタの個別登録，一括登録，登録情報の一括ダウンロードが可能

図 8　救護所設定
・スマートフォンアプリ利用時に，担当する救護所情報を設定→
在庫一覧，入出庫登録時に設定した救護所が初期表示
・［地図］リンクからGoogle map 上で場所を確認することが可能

業効率が低下することも報告されている９）．このようなリ
スクに注意しながら，さらに利便性を向上させるために
システムを充実させていきたいと考えている．
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Development of a Specific Control System for Drug Logistics in Disaster-hit Regions
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Disasters cause overall lack and/or localized excess of medicinal drugs, and the extraordinary efforts to
obtain the necessary drugs are needed. However, it is difficult to share information among the support parties
in the disaster sites. Furthermore, stock control is also difficult since there are pioneer and generic drugs,
which may have the same active ingredients. We established an internet network system for stock control of
the medicinal drugs in disaster-hit regions, which is capable of sharing the information on the drug availability.
In addition, the system makes it possible to search the data by name of the active ingredients, retrieve the in-
formation of the drugs through built-in cameras of smartphones, and display the location of the available drugs
on maps. The system is expected to facilitate the information sharing of the available drug and minimize the
wastefulness of the drugs and human resources in the disaster sites.

(JJOMT, 66: 156―163, 2018)
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